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基礎生物学研究所  外部点検評価アンケート結果

１　学術研究に関する活動について
自然科学研究機構は、平成21年3月に発表された「中期目標期間に係る業務の実績に関
する評価結果（資料１）」において、研究に関する目標について「中期目標の達成状
況が非常に優れている」（p.…8）、共同利用および教育に関する目標についていずれも
「達成状況が良好である」（p.…9、10）、社会との連携、国際交流等に関する目標につ
いて「達成状況がおおむね良好である」（p.…11）という優れた評価を得ました。特に
研究に関して「非常に優れている」という評価を得た法人は、国立大学および共同利
用機関を通じて3法人しかなく（資料３）特筆すべき評価といえます。また、基礎生物
学研究所は「学部・研究科等の研究に関する現況分析結果（資料１）」において、研
究活動の状況に関して「期待される水準を大きく上回る」（研究３−２）、研究成果
の状況に関して「期待される水準を上回る」（研究３−３）と評価され、質の向上度
に関しても「大きく改善している、または、高い質（水準）を維持している（研究３
−３）」と評価されました。特に研究活動の状況に関する評価は、全組織中６％にの
み与えられた高い評価であり（資料２、p.…16）、基生研における研究レベルの高さが
客観的に示されたものです。これらの評価結果ならびに、2008年において研究所があ
げた研究成果（資料４）に関してご意見をお聞かせ下さい。

資料１：中期目標期間に係る業務の実績に関する評価結果
資料２：国立大学法人・大学共同利用機関法人の中期目標期間の業務の実績に関す

る評価結果の概要
資料３：新聞報道（日刊工業新聞2009.3.27）
資料４：Annual…Report…2008

特に意見はありません。生物学の分野の中で研究面ですぐれた成果をあげ
ておられると思います。
遺伝学研究所のめざしているゲノムとか情報科学への接近という方向、そ
れから近くにある生理学研究所が示す脳神経科学への方向、それから分子
研究所が含める蛋白質などの構造生物学と言った方向を見据えて、基礎生
物学研究所が目指す分野のあり方を選択されることが重要と思います。こ
れらの研究所の関連分野の研究活動と、共同研究やもっと積極的なコンタ
クトをされることが望ましいと思います。しかし他方では、それらとは違
った分野やアプローチに重点をおいて基礎生物学研究所のあり方を探られ
ることが必要と思います。
これは今後の人事においてどのようにされるかに関連してきます。

同封された資料を拝見して、「学部・研究科等の研究に関する現況分析結
果（資料１）」において、研究活動の状況に関して「期待される水準を
大きく上回る」、研究成果の状況に関して「期待される水準を上回る」と
評価されたこと、非常にごもっともという印象を受けました。この資料で
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も、これまで出されてきた原著論文の数と質（特に質）について特に言及
されていますが、本当に輝かしい成果と思います（IFが8.18以上に71件と
いう表現、どうしてIF8.18以上という区切りを付けたのか、について若干
の違和感を感じましたが）。

国立大学法人評価委員会の評価結果によれば、学術研究活動において、自
然科学研究機構が非常に高い評価を受けただけでなく、基礎生物学研究所
自体が、研究活動の状況に関して、「期待される水準を大きく上回る」、
研究成果の状況に関して、「期待される水準を上回る」、さらに質の向上
度に関して、「大きく改善している、または、高い質（水準）を維持して
いる」と高く評価された。この事実は、基礎生物学研究所が、学術研究に
おいて高いアクティビティーをもって、国内の学術研究をリードしてきて
いるということを示しており、基礎生物学研究所のこれまでの取り組みが
正しかったことを証明している。2008年の成果報告書を見ると、着実に成
果が出ていることがわかるが、ブレークスルー的な成果が少しあると良い
と思われた。ここのところ、基礎生物学研究所の高い評価を支えた教員の
退職が相継ぐことから、高い評価を継続するために、学術のブレークスル
ーを行える研究者の採用と、それを梃子に組織としてのレベルアップにつ
なげる努力が必要であると考える。

優れた研究成果があがっており、申し分無い研究レベルであるといえま
す。今後も基礎研究の牙城として大きな役割を果たしていただきたいと思
います。

評価結果は基生研のactivityを正当に反映したもので妥当である。問題は
今後この評価をどう維持し高めて行くかであり、其の具体的対策が望まれ
る。

基生研における研究レベルは非常に高いレベルにあると思います。国立大
学法人評価委員会の出した「中期目標期間に係る業務の実績に関する評価
結果」は、基生研の研究活動を正当に評価したものであり、大変、良かっ
たと思います。特に研究に関して「非常に優れている」という評価を得た3
法人の一つになっていることは、素晴らしいことですね。
しかし、まだ、この評価システム自体に関しての評価が必要な段階です
し、そもそも、他の法人と比較するたぐいのものではないと考えます（新
聞報道などは、間違った方向に一人歩きをするような形で発表されていま
すが……）。この結果は素直に喜びつつも、これまで通り、基生研が基礎生
物学の研究を深めるとともに、世界のリーダとしての活動を広げて行かれ
ることを期待しております。

意見３
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２　教育に関する活動について
　基生研での大学院教育活動をより多くの学生に知ってもらうために、大学院説明会
（年3回、岡崎および東京で開催）および体験入学（1−3週間研究室に滞在、旅費滞在
費を支給する）を開催していますが、平成20年からさらに「オープンキャンパス」を
実施しています。これは予め申し込んだ学部および修士の学生に、平日に研究所を訪
問してもらい、希望に応じて複数の研究室で現場の研究の様子を見学したり、研究の
説明を聞いてもらうものです（宿泊費のみ支給）。平成21年4月の第2回には15名の学
生が各地から参加しました（資料５）。一方、既に基生研に所属している大学院生や
若手ポスドクのキャリアパス選択の参考とするため、平成19年から「キャリアセミナ
ー」を始めました（資料６）。このセミナーは研究者の方々に自らのキャリアを振り
返って様々な節目をどのように過ごしてきたかを語ってもらうものです。これらの活
動についてご意見をお聞かせ下さい。

　資料５：「オープンキャンパス2009」ポスター
　資料６：キャリアセミナー実施状況

大学院生を集めることについては、現在どの大学でも努力をし、苦労をし
ています、説明会などの対象を日本だけに限ることはよくないのかもしれ
ません。国外から大学院生をひきつけるための手だてを研究所としても考
えられた方がよいかもしれません。
キャリアセミナーはなかなかよい試みですね。
アメリカでは、大学院生やポスドクなどの若手にとっては、たとえばポス
トに応募するときの応募書類の書き方とか、研究費の申請書の書き方など
についての指導も大学としています。基礎生物学研究所としても、そのよ
うな可能性もお考えになったほうがよいかもしれません。

基生研が大学院教育活動を熱心に行っていらっしゃることは認識していま
したが、上に書かれている様な滞在、旅費滞在費を支給して体験入学まで
行われていることは承知しておりませんでした。また「オープンキャンパ
ス」なる試みは多くの大学が実施されているものだと思いますが、平日に
宿泊のサポート込みで行っている組織はこれまた現時点では数少ないと思
います。その意味では、大学院教育活動の前提となっている大学院学生の
リクルートとして考えられるベストを行われていると感じました。

３回の大学院説明会、体験入学に加え、「オープンキャンパス」が開か
れ、基礎生物学研究所が見えやすくなっていると評価したい。また、「キ
ャリアセミナー」も大学院生の将来に向けての指標を与えるということで
評価した。ただ、講師がアカデミックなポストにいる人か、それを目指し
ている人に限定されている点が気になる。実際には、そのようなポストに
就ける人は少ないので。学生にとっての研究所の見えやすさは、新聞など
のマスコミの報道によることも多い。広報室の充実が基礎生物学研究所で

意見１
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は図られているが、できるだけ多く記者会見をするというような広報活動
も基礎生物学研究所に有用かもしれない。

学生数が減少する中、学部をもたない機関が大学院学生を確保するのは今
後さらに困難になってゆくと思います。社会人あるいは、リタイア後の再
学習などへとターゲットを広げる可能性はあるのでしょうか。

若い人材の確保は特に大学院プログラムの質の向上に不可欠である。参加
者のアンケートなどをもとに、基生研に対するニーズと期待を適確に把握
しながら、今後も積極的に取り組んで頂きたい。

基生研に多くの優秀な生物学研究者の卵を集めること、少なくとも各研究
室に毎年１〜２名の大学院生がコンスタントに来る状況を作り出すこと
は、日本の基礎生物学の発展に大きく寄与することだと思います。大学院
生が少ない現況は、非常にもったいないですね。大学院説明会、体験入
学、オープンキャンパスとさまざまな形でご努力をされていると思います
が、効果はまだ充分とは言えないようです。基生研と岡崎市の全国的な認
知度を上げることが、一番重要なのではないでしょうか？岡崎の地は、会
議で通うには交通の便が悪いのですが、すばらしい研究環境には恵まれて
いると思います。世界トップレベルの３機関があるのですから、３機関が
そろって優秀な大学院生には研究所から奨励金を出す（少なくとも授業料
免除プラスアルファの金額）制度を採用し、それを日本全国に対してアピ
ールする、名古屋大学とは分野間連携できる制度（と新施設の建築）を設
立する、高校生・大学生向けの研究講演会を東京だけでなく日本の主要都
市で開催するなど考えられたらいかがでしょうか。

３　研究者コミュニティに対する活動について
（１）国際学術交流事業について
　小型魚類を材料に用いた第1回、第2回（資料７、p.…106）に続いて、ヒメツリガネ
ゴケを材料とした第3回国際実習コースを平成20年6月30日から7月4日にかけて開催
しました（資料８）。このコースは、従来「NIBB…Laboratory…Course」として生物
進化研究部門（長谷部光泰教授）が中心となって2回開催してきたものを、国際実習
コースとして統合したものです。9月13日から15日にかけて、第55回基生研コンファ
レンス「Frontiers…of…Plant…Science… in…the…21st…Century」を開催しました（資料４、
p.… 79）。新しい試みとして、海外からの大学院生と総研大生が主催するセッション
およびパネルディスカッションを開催しました。海外からの参加者を対象にアンケー
トをとり、今後の改善に向けての意見を集めました（資料４、p.…80）。また、EMBL
との共同研究事業として、4月18日から19日にかけて第7回ジョイントミーティング
「Systems…Biology…and…Functional…Genomics」をバルセロナ（スペイン）で（資料
４、p.… 81）、11月21日から23日にかけて第8回ジョイントミーティング「Evolution:…

意見４
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Genomes,…Cell…Types…and…Shapes」を岡崎で開催しました（資料４、p.…82）。これら
の事業に関してご意見をお聞かせ下さい。

　資料７：基礎生物学研究所要覧２００８
　資料８：第3回国際実習コースマニュアル（一部）

これらはとても重要な活動です。とくに通常の大学以上に、基礎生物学研
究所の役割としては、期待されるところだと思います。
国際的な実習コースも、また国際会議も、さらに発展させ、継続されるこ
とを期待してます。

基生研の一つの特徴はモデル生物を有効に利用して基礎生物学を展開され
ているところだと思います。その意味で、小型魚類のメダカやヒメツリガ
ネゴケに関して、WSや国際会議を開催されその普及に心がけている努力は
高く評価するところです。この試みは是非続けていただきたいと同時に、
できればこれら以外のモデル生物にも少し幅を広げ、我が国の基礎生物学
分野の裾野を広げるのに貢献していただければと期待しています。もちろ
ん、限られたスタッフで様々な生物を取り扱う困難さや研究が拡散してし
まう危険性とのバランスの問題だと思いますが。

基礎生物学研究所の国際的に強い分野を核にして、国際ワークショップや
国際連携を行うというスタイルは、極めて重要だと考える。これにより、
その分野のネットワークの核に基礎生物学研究所がなることができる。１
つの分野だけでなく、基礎生物学研究所の特長を生かして、複数の分野で
国際的なネットワークを立ち上げることが望ましい。

実習コースやミーティングによって交流を深めることはたいへん意義があ
ることと思いますが、研究者にとってそれなりの負担となりますので、過
度にならない程度が妥当かと思われます。海外研究者の短期招聘などは、
両者にとってそれなりのメリットがありそうですが、どの程度実績があり
ますでしょうか。

この様な交流事業は、基生研の国際的visibilityを高める上で極めて重要で
ある。今後もそのqualityに留意しつつ新しい企画に期待したい。

国際会議、国際実習コースなど意欲的に取り組まれており、是非、このま
ま続けていただきたいと思います。EMBLとの共同研究事業も含めて、基
生研の特徴が良く出ていると思います。また、新しい生物学における学問
分野の開拓は、基生研にとって重要な使命だと思います。岡崎シンポジウ
ムがその役割を充分発揮することを期待しています。
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（２）共同利用研究について
　共同利用研究の重点化の試みとして、旅費の支給に加えて研究費を支給する「重点
共同利用研究」を平成17年から発足させ、また、平成19年から研究テーマをしぼった
「モデル生物・技術開発共同利用研究」を発足させ、現在までにそれぞれ延べ6件、お
よび延べ5件を実施しました（資料９）。また、EMBLとの共同研究事業の一環として
導入したDSLM（Digital…Scanned…Light-sheet…Microscopy）を利用するための共同利
用を、平成22年度からの発足を目指して準備中です。これらの共同利用研究事業に関
してご意見をお聞かせ下さい。

　資料９：重点共同利用研究およびモデル生物・技術開発共同利用研究実施状況

共同研究として、とくに研究費をだすようなものは、基礎生物学研究所で
なければできないことに集中する方が望ましいと思います。DSLMの利用
のためと言ったものは、趣旨にかなっていると思います。基本的には通常
の研究は科学研究費やJSTのお金で審査をうけてうごくはずです。

私自身が共同利用研究委員会委員のメンバーであり、この件に関して、貴
研究所が多くの努力を払われていることはよく理解しています。スポット
的に共同研究を行うのはそれほど難しくはないと思いますが、恒常的に共
同研究体制をとり続けるために支払わなければいけない努力はかなり負担
になると思います（実際、私自身時々送られてくる共同研究申請書を読ん
で審査するだけでもやっかいに感じることがあるくらいですから）。その
不断の努力を日常的に続けられての現在があることを考えると、その貢献
に頭が下がります。
ただ一点、私自身は外部運営委員になるまで、基生研がここまできちんと
した共同研究体制を持っていることを理解していませんでした。これは単
に私の無理解によるものなのかもしれないですが、多分私のような理解が
不十分な研究者もたくさんいるような気がします。これまでにも多くの広
報活動はなされて来られたのかも知れないですが、一層の広報をしていた
だけたら有り難いと思います。

重点共同利用研究は制度設計のねらいがよく分からず、この制度を作るこ
とによりどのような新たな成果が得られたのかが不明である。機器でも
材料でも研究内容でも基礎生物学研究所が核になるようなものをもち、そ
れを中心として行う共同利用が有効であると考える。そのような意味で、
モデル生物や技術開発や新たな機器をベースにした共同研究課題は評価で
きる。ただし、モデル生物に関して、基礎生物学研究所はメダカのみが
NBRP（National…Bio…Resource…Project）の中核拠点で、他のいずれもその
ような位置づけにない。NBRPとの連携も視野に入れる必要がある。

現有の設備を利用する共同研究としては十分行なわれていると思います。
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共同研究は基生研にとって重要な機能の一つであり、新しい二つの試みは
高く評価できる。但し、従来型の公募共同研究については玉石混淆の感が
有り、見直すべきものが多い様に思われる。

「モデル生物・技術開発共同利用研究」は重要な事業だと思います。
DSLM（Digital…Scanned…Light-sheet…Microscopy）については、その効果
をいち早く宣伝し、全国的な利用を促進していただきたいと思います。ま
た、将来の生物学研究に必要となる革新的な技術や機器の開発などを、企
業と組んで行なって行く事業なども推進していただきたいと思います。そ
のための予算が恒常的に国から認められると良いのですが．．

４　研究所の体制について
　基礎生物学研究所では、平成20年4月以降新人事を発令し、8月1日に藤森俊彦教授
（初期発生研究部門）および吉田松生教授（生殖細胞研究部門）、平成21年3月1日に
椎名伸之准教授（神経細胞生物学研究室）、4月1日に川口正代司教授（共生システム
研究部門）を迎えました（資料１０）。これらの人事に関連してご意見をお聞かせ下
さい。

　資料１０：基礎生物学研究所組織図（2009年4月1日現在）

いくつかの重要な人事も行われ、これからもさらに何人かがアポイントさ
れると思いますが、そのときの分野と人の選択がとても重要だと思いま
す。生物学や生命科学のこれからの進展のあり方を予測して、これから重
要になりそうなところをきちんと抑えるようにされることが最も重要かと
思います。それからこれまで成果があがった分野やアプローチではなく、
これからあがる可能性のある研究分野やアプローチにある程度投資される
ことが基礎生物学研究所として重要です。そのことは研究所の人事委員会
でも良く認識されていると思いました。

私自身がこの選考委員会のメンバーだったので、この件に関するコメント
は差し控えさせていただきます。

個々の先生たちは実績があり、今後の基礎生物学研究所を担う良い研究者
だと思われる。しかし、日本には発生に特化した研究所（理研の発生・再
生研究所）、脳に特化した研究所（理研の脳センター）があり、理研の中
央研究所は特徴を出すために細胞ベースで研究を進めようとする中で、今
回の人事からは、基礎生物学研究所が他の研究所と峻別されるビジョンが
見えてこなかった。例えば、新たな領域を創設する、国際化を思い切って
進める、あるいは基礎科学の進展のためには、特定の比率の分野バランス
が必要であるなど。基礎生物学研究所の将来像をもとに、今後の人事を行
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うことを期待したい。

　対象、領域のバランスを保ちつつ将来の展開をにらんだ適切な選択であ
ったと思います。

　特に３名の気鋭の研究者の教授人事は特筆すべきものであり、人事委員
会の努力と見識を高く評価したい。但し、今後これら３名の研究をどこ迄
発展させられるかは、本人の努力も勿論ではあるが、研究所の力量も問わ
れる事になるので、宜しく御願いしたい。

　どなたも若手の有望株であり、基生研の将来の発展に寄与してくれる研
究者であると思っています。

５　広報活動について
　平成17年度に発足した連携・広報企画運営戦略室（平成21年4月に情報・戦略室な
らびに広報国際連携室に分割）を中心として研究所の広報活動を推進しました。平成
20年度には、平成18年度に開始したプレスリリースを通じて研究成果の伝達に努めた
他、基礎生物学研究所要覧の刷新（資料７）、一般向けWEBサイト「基礎生物学研究
所WEBマガジン」の開設（資料１１）、研究者紹介リーフレット「研究に情熱をそ
そぐひとたち」を企画・制作し、第一号として小林悟教授インタビューが完成（資料
１２）、などの活動を行いました。これらの試みに関してご意見をお聞かせ下さい。

　資料１１：「基礎生物学研究所WEBマガジン」（一部）
　資料１２：リーフレット「研究に情熱をそそぐひとたち」第一号

広報活動はどこの大学、研究所でも重視されるようになっていますし、基
礎生物学研究所も努力されていると思います。研究所の場所が東京や京都
ではないということから、目立たない面があると思います。
その意味では、本の形で出版していくことが重要かもしれません。パンフ
レットやwebの情報はどれだけ読まれるか不明な点もあります。
それからどうして良いのか分かりませんが、マスコミ関係、とくにテレビ
などでの紹介は研究所としてはとても大きなインパクトがあると思いま
す。

資料11や12だけでなくお送りいただいた資料全部を拝見して、全ての資料
が非常に綺麗にかつ分かりやすく作られていることに感心しました。さす
がに連携・広報企画運営戦略室を作られて専任スタッフをおいて対応され
ると、我々のような一般の大学でやっつけ仕事で作られるパンフレットや
資料とは違う、というのが偽らざる印象です。また要覧の後ろに書かれて
いる様々な事柄を拝見すると、本当に色々なことを通じて広報活動に努め
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られていることがよく分かりました。基生研がここまでやられると、一般
の大学も何年か後にはこれの何分の一かはやらなければいけなくなりはし
ないかといらない心配をしたほどです。

「基礎生物学研究所WEBマガジン」もリーフレット「研究に情熱をそそぐ
ひとたち」第一号もとても読みやすく、学生や社会や研究者コミュニティ
ーに知ってもらうために極めて有効であると考える。継続して続けて欲し
いものである。

ネットやパンフレットなど一方向の情報提供に加えて、一般向け講演会な
ど、十分に努力されていると思います。最近は、中高年の世代の学習意欲
が旺盛ですので、この年代をターゲットにした市民講座は効果が高いよう
です。研究者への負担とのバランスがポイントですが、研究スタッフ全員
で分担すれば個々への負担は少なくなりある程度の回数実施可能ではない
でしょうか。

これら広報活動に関する資料作成の努力は高く評価したい。要覧（資料
７）については、研究者向けのAnnual…Report的部分と、一般向けの紹介
記事部分を別の冊子にした方が、頁数も程よく読み易くなる様に思う。

近年、広報活動は非常に充実してきたように見受けられます。WEBマガジ
ンの出来は、素晴らしいですね。読み応えもあります。
「研究に情熱をそそぐひとたち」は企画が素晴らしいと思います。研究所
や大学には「研究は情熱である」ということを理解し、実践する（勇気の
ある）人が集まれば良いのだと思っています。少数かもしれませんが、そ
の人たちへのメッセージは大事ですね。是非、全国に配布してください、
岡崎（だけではありませんが）には、自分たちのいる場所があることを知
れば、目を輝かせる若者がいると思います。
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The 3rd NIBB International Practical Course

2008 NIBB Laboratory Course and Workshops
on Physcomitrella patens

COURSE MANUAL

Supervised by:
Taisen Iguchi (NIBB) and Naoto Ueno (NIBB)

Organized by:
Andrew Cumming (Univ. Leeds), Yuji Hiwatashi (NIBB), Yasuko Kamisugi (Univ. Leeds),

 Minoru Kubo (ERATO, JST), Tetsuya Kurata (ERATO, JST), Takashi Murata (NIBB), 
Yoshikatsu Sato (ERATO, JST), Mitsuyasu Hasebe (NIBB)

June 30th - July 4th, 2008
National Institute for Basic Biology
Okazaki, Japan
National Institute for Basic Biology
Okazaki, Japan

http://www.nibb.ac.jp/course

資料８



−…128…− −…129…−



−…128…− −…129…−



−…130…− −…131…−



−…130…− −…131…−



−…132…− −…133…−



−…132…− −…133…−



−…134…− −…135…−



−…134…− −…135…−



−…136…− −…137…−



−…136…− −…137…−

資料９



−…138…− −…139…−



−…138…− −…139…−

資料10



−…140…− −…141…−



−…140…− −…141…−

資料11



−…142…− −…143…−



−…142…− −…143…−



−…144…− −…145…−



−…144…− −…145…−

資料12



−…146…− −…147…−



−…146…− −…147…−



−…148…−



−…148…−

３．参考資料

１）２００６−２００８発表論文リスト

２）２００６−２００８発表論文関連のプレスリリースと新聞報道



−…151…−



−…151…−



−…152…− −…153…−



−…152…− −…153…−



−…154…− −…155…−



−…154…− −…155…−



−…156…− −…157…−



−…156…− −…157…−



−…158…− −…159…−



−…158…− −…159…−



−…160…− −…161…−



−…160…− −…161…−



−…162…− −…163…−



−…162…− −…163…−



−…164…− −…165…−



−…164…− −…165…−



−…166…− −…167…−



−…166…− −…167…−



−…168…− −…169…−



−…168…− −…169…−



−…170…− −…171…−



−…170…− −…171…−



−…172…− −…173…−



−…172…− −…173…−



−…174…− −…175…−



−…174…− −…175…−



−…176…− −…177…−



−…176…− −…177…−



−…178…− −…179…−



−…178…− −…179…−



−…180…− −…181…−



−…180…− −…181…−



−…182…− −…183…−



−…182…− −…183…−



−…184…− −…185…−



−…184…− −…185…−



−…186…− −…187…−



−…186…− −…187…−



−…188…− −…189…−



−…188…− −…189…−



−…190…− −…191…−



−…190…− −…191…−



−…192…− −…193…−



−…192…− −…193…−



−…194…− −…195…−



−…194…− −…195…−



−…196…− −…197…−



−…196…− −…197…−



−…198…− −…199…−



−…198…− −…199…−



大学共同利用機関法人
自然科学研究機構

基礎生物学研究所

外部点検評価報告書

発行日 平成２１年６月

発行者 大学共同利用機関法人 自然科学研究機構

 基礎生物学研究所点検評価委員会

 〒444－8585

 岡崎市明大寺町字西郷中３８


